







Supplemental Classes for Mathematics and English are necessary 
for Foreign Undergraduates in the Faculty of Engineering 
Yoko SUZUKI 
(Received Aug. 31， 1999) 
The recent survey and the interviews wi出 theforeign undergrョduatesin出e
Faculty of Engine町ingindicates出at也eyare having di血cultiesin undぽstanding
regular classes required by出euniv町sityand by the department of each student 's 
major. This is due to not only their insu血cientj apanese but also the lack of their 
basic knowledge in出eirspecialty and English as well. Supplementa1 classes for 
foreign undergraduates such as "Engineering in japan" which is newly 0首位ed出is
y句 rfor them is necessary to aim出efollowing objectives. 
(1) japanese to the level of出e命'Stgrョdejapanese Proficiency Test 
(2) Fundamental scientific subjects such as caIculus to the level required in the 
classes in our engineering departments. 
(3) English to the second grade level of English Proficiency Test 





















3 2人 (91. 4%)が在籍している。工学部留学生の出身国別人数は、中国 17入、アレーシア















各自の点数 74 69 
77 77 
80 78 
















時 19 9 9年7月実地)で一部録音したものの文字化である。
「作文例 1J 
留学生の作文からの抜粋 ( は本稿筆者。この部分は誤り。(以下同様)) 
(後ろのはそれを書いた学生の所属学科(以下同様))
1 ) 授業の時専門用語がいっぱいあってとても理解しづらいです。どうしたら日本の学生とお



















U 2) B :漢字、あの11たくさん覚えるのはむつかしいです。 (B)




C : ~まい、いつは!いある。( 1 ) 





























1番(語葉・語法・文法) 24.0 19.7 10.7 
2番(対話文) 9.0 10.0 5.3 
3番(読解、空所充填) 8.0 8.0 6.4 
4番(読解、内容真偽) 9.0 8.2 7.7 


































































































表5 日本の工業技術J出席率 (単位%、 A~F は留学生)


















































































物理 私は中国でこれは習いました。易しいです。(1 ) 
物理関係は難しい。 (M)
c)課題
表6の感想でもわかるように、本年度開講の『日本の工業技術』は留学生にとって有益なもので
あった。これは全講義終了後のアンケート (6人中 5人回収)でもわかる。
アンケート集計(一部)平成 11年7月実施
「日本の工業技術Jの受講についてあてはまるものにOをつけてください。(複数回答)
来年度も単位を取得できるなら受講する 3 
単位に関係なく受講する 。
後期も開講して4単位ほしい 5 
もっと易しいことを 1 
もっと難しいことを 1 
その他 2 (日本語、日本の工業について知るチャ
ンスだった) (多くのことが習いました)
以上のように、この授業は、有益、好評であるので、さらなる拡充をめざして、来年度も開講す
べきである。問題は小人数のための教官の負担である。受講者を増やすことと、講義をされる教官
には他の授業時間を減らすなどの措置をとり、工学部として続行させるための方法を整える必要が
ある。次の①②を提案したい。
①今年度のように他の日本語の授業と並べて開講すると、受講者が限られ、留学生自身日本語の授
業の受講機会が減少するので外国語科目の時間として当ててある時間(例 :11年度火曜4限)に開
講する。(留学生は外国語は1コマ受講すればよいので2コマ分空いている。)
②せっかく留学生用に開講するものであるから。博士前期課程の留学生にも単位つきで開講する。
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4 数学
留学生が最も困っているのは専門必修の線形数学と微分積分で、殆ど全員が作文 f福井大学での
受講Jで取り上げている。
作文例3r福井大学での受講Jからの抜粋
8) (むずかしいのは)やっぱり数学です。先生はバラバラ書くからわからない。数学だけじゃな
くて読むだけ問題多い。だから大変ですo (M) 
9 )数学のレポート、何もわからないから日本人友達に頼るしかない…。 (M)
10)むずかしいのは数学、線形数学、微分積分です。 (B)
11)微分積分の問題を解立笠ことが苦手です.この授業の墜は、先生が乙ニ上速く書己主のであ
まり集中できなくなってしまった。 (B)
12)外国人に主主エ教科書は一番主盟ものですo (線形代数も)やばり教科書があればいいと思
います。(1 ) 
13)専門用語が多い授業はむずかしい。同じの教授、まったくいっしょの教科書けど、正しい意
味がわからなくて逆の意味を理解してもらった(しまった)場合も時々あります。(1 ) 
14)線形代数はむずかしいです.単位落として2回目です.今年落としたら困ります。 (M2年生)
15)数学はかんたんなことζ始めてだんだんむつかしくなることがいいと思います。 (B)
ほぽ半数が不可(平成 11年度前期:教務二課調べ)という結果である。 2年連続不可の者もいる。
単位取得が大変であることがわかる。よって補習が必要である.センター試験を経ないで入学して
きた高専出身の日本人学生に数学の補習が開講されているので、そこに留学生も参加できないかを、
数学担当の教官に伺った。以下のようで、無理なので、留学生用のコースを別に設けるしかない。
「彼ら(高専出身者)は線形代数はほとんどこなせていましたが、微積分ではかなり
困難なものを感じていたようです。日本人が日本語で講義を受けてその状況ですか
ら、留学生諸君の困難は想像できます。
日本語による講義での理解度が低い場合、補講の補講がいることになりかねないので、
高専クラスと留学生クラスとに分割せねばならず、・・。j
(高専出身学生の数学補講担当教官からの回答)
5 補習の必要性と楳題
2章2) 3)， 3章b)、4章で述べたように、留学生には
1 ) 日本語能力試験l級レベルの日本語能力の確保
2) 英語(英検2級レベル)と専門基礎科目の数学の補充(平均的日本人学生のレベルまで)
のための補習授業が必要である。
日本語については 3章c)で提案したように日本語関係授業との時間の競合を避ければその時間
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も日本語を履修できることになる。日本語の補講も 6コマ開講されており、時間数としては不十分
とはいえない。内容についての検討は課題である。
2)の専門基礎科目の数学と英語の補習を開講すればよい.教える側の負担が大きいのでその点
の配慮を考え、留学生にとっても正規授業プラス補習ということになれば負担になるので補習では
なく、授業として単位が出るようにすべきである。 3章でみたように共通教養科目の「日本の工業
技術jが工学の基礎について多くのことを学ばせ、学生の出席率、学生の満足度が高く、単位が取
得できればさらに受講したいという留学生が多い(参:3章c)の「アンケート結果 1J)ことから
もわかる。
問題は時間と講師の確保である。確実に作れる時間は現行の正規授業を 2本立てにして、留学生
用のクラスを現行授業時間と同時に開講することである。つまり線形代数、微分積分、英語の現開
講の時間に留学生用のクラスを並立して開講する。そうすれば講師の確保だけが問題になり、これ
は工学部として対応を考えていくことになる。
6 むすび
学部留学生にとって卒業は当面の最大目的である。そのためには単位を取得しなければならない。
日本語能力を大学レベルに上げることが第 1であるが、それを待ってから他の必修科目を受講する
わけにはいかない。日本語習得と同時に単位を取得していかなければならない.そのためには工学
部として共通に必須である基礎科目、つまり英語と数学について、留学生用のクラスを開講するこ
とで対応していく必要があることを検討した.講師の問題さえ解決できれば日本人学生が受講する
時間帯に並行して開講すること、担当教官のロードについての配慮することを提案し、これらは今
後の課題としたい。
工学部学部留学生のための教育は工学部全体として、発展的、長期的なものとして考え、福井大
学の留学生の質の向上と数の増加につなげていく必要がある.
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